
玖珠町デスティネーションキャンペーンに向けた地域イベントへの展示協力
　指導教員　日本文理大学 大学院工学研究科航空電子機械工学専攻 稲川直裕

参加学生　日本文理大学 大学院工学研究科 航空電子機械工学専攻　①稲田優希
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1.【事業概要】
　大分県玖珠町には、旧豊後森機関庫・豊後森機関庫転車台があり、観光名所の一つである。催事も有り、訪問客は多いが滞留時間が短い課題を有している。学
生は催事の展示協力に参加する事で、課題の実体験を経て、来場者体験型展示用の豊後森機関庫転車台模型を3D設計・試作し、玖珠町で展示する。

2.【事業体制】
　指導教員：日本文理大学 大学院工学研究科航空電子機械工学専攻 稲川直裕
　参加学生：日本文理大学 大学院1年生1名 ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ応用研究部(ｸﾗﾌﾞ活動)5名
　協力機関：大分県玖珠町商工観光政策課 観光振興班
　　　　　　社会福祉法人暁雲福祉会(Wind2森の米蔵)・大分銀行宗麟館
　　　　　　建築士会玖珠支部　・　豊後森機関庫活用推進協議会
3.【地域の特徴・課題・事業目的・目標】
【地域の特徴】
　　旧豊後森機関庫・旧豊後森機関庫転車台：近代化産業遺産、登録有形文化財
　　玖珠町 ▶ 鉄道を中心とした催事 ▶ 町に滞留人口を増やしたい
　　令和6(2024)にJRのﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ(大分・福岡)がある
　　▶令和4年から関連催事(5月連休・10月鉄道記念日)鉄道模型運転会実施
【地域課題】
　　1⃣車移動客：他の観光地への通過地点となっている
　　2⃣豊後森機関庫周辺　催事への訪問客は多いが滞留時間が短い
　　3⃣JRの利用客：豊後森駅は下車駅ではなく通過駅
　　▶※鉄道関連催事に学生が参加協力し、役場・訪問客との交流と考察
【事業目的・目標】　・目的：玖珠町の滞留人口を増やす
　　■令和4年の展示協力を基に、令和5年の鉄道模型運転会にも学生が展示協力し、
　　　課題を実体験する
　　■課題解決について学生が模索▶運転体験可能な転車台模型を試作し、玖珠町
　　　ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ令和6年度鉄道模型運転会で来訪客滞留時間増を目指す
3.【事業実施経過・学生による課題解決行動】 

4.【地域への成果・まとめ】
【地域への成果】
　■豊後森機関庫・森の米蔵「鉄道模型運転会」学生展示協力
　　▶玖珠町への来訪客や役場職員との鉄道に根ざした交流と縁が出来た
　■大分銀行宗麟館「旧豊後森機関庫と日本のｱﾝﾃﾞﾙｾﾝ久留島武彦展」学生展示協力
　■大学文化祭に於ける旧豊後森機関庫紹介と鉄道模型運転会を学生が実施
　　▶来場者運転体験試行と滞留時間増加を確認▶玖珠町への適用の可能性を確認
　■旧豊後森機関庫転車台模型(HOｹﾞｰｼﾞ)の設計と試作を実施した
　　▶令和6年度の鉄道模型運転会にて来訪者運転体験を実施予定
【外部評価】
　●大分県玖珠町商工観光政策課 課長 藤井正盛様
　　旧豊後森機関庫や鉄道を中心として観光振興を進めている玖珠町において、転車台に着目され
　　た事は画期的なアイデアだと思います。「旧豊後森機関庫のHOゲージ転車台模型」は初の試み
　　で、また、展示だけの企画ではなく、運転体験ができる事は、目的意識を持つので玖珠町の鉄
　　道模型イベントの目玉になりそうです。福岡・大分ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝが4月から始まります。
　　「旧豊後森機関庫のHOゲージ転車台模型」が、玖珠町への来訪に繋がり、さらには滞留時間が
　　増加する事を期待しています。
　●社会福祉法人暁雲福祉会 常務理事 丹羽和美様
　　玖珠町は「豊後森機関庫」の縁で台湾の彰化縣彰化市と友好交流協定を持ち、我々は玖珠町と
　　共に観光人口増加を目指しています。こうした中、学生達(日本文理大学稲川研究室)との交流
　　のご縁を頂き、彼らの真摯な姿勢と、夢があり、目に見える形での取組で転車台が初めて模型
　　化され、それが世界規格で動くのは「線路で人の縁を繋ぐ」事であり、滞留・滞在時間増加
　　以上の効果を期待しています。
【今後の発展】
　■令和6年度鉄道模型運転会での展示協力と成果物の展示(玖珠町)

引用：Google Map 玖珠町

3D設計　Tinker CAD：学生②

3D設計　DesignSpark Mechanical：学生①③④　

5月 ●玖珠町 旧豊後森機関庫 森の米蔵「Gゲージ大型鉄道模型運転会」技術設営、展示運用　
協力(模型ﾚｲｱｳﾄ構築、ﾚｰﾙ敷設　車両配置・運転）(学生4名)　3日間来場者1000人超

6～
 8月

●旧豊後森機関庫・旧豊後森機関庫転車台の各自視察　(学生3名)
●玖珠町からの転車台寸法情報に基づく打ち合わせ　　(学生6名)
●国内に現存する旧転車台の実寸調査開始　　　　　　(学生6名)

8～
 9月

●大分県玖珠町商工観光政策課 観光振興班・社会福祉法人 暁雲福祉会(Wind2森の米 　
　蔵)・建築士会玖珠支部・豊後森機関庫活用推進協議会からの現地ﾋｱﾘﾝｸﾞ(学生5名)
●旧豊後森機関庫転車台の視察および現地寸法測定　　　　　　(学生5名)
　（巻尺による測定・ﾚｰｻﾞｾﾝｻによる測定　※各2回実施）
●HOｹﾞｰｼﾞ模型寸法(1/80)へ変換し、3D-CADによる設計開始　(学生2名)
●大分銀行宗麟館「旧豊後森機関庫と日本のｱﾝﾃﾞﾙｾﾝ久留島武彦展」技術設営、展示協
力　玖珠町との打ち合わせ(Nｹﾞｰｼﾞ鉄道模型展示設営・協力 (学生6名)　来場者170人
　※来場者への運転体験試行、滞留時間増加(3→30分/1名)を確認

10月

●「Gｹﾞｰｼﾞ大型鉄道模型運転会」技術設営、展示運用協力(模型ﾚｲｱｳﾄ構築 ﾚｰﾙ敷設 車両
配　置 運転・模型の製作途中経過一部展示) 　(学生4名) 6日間来場者1254人
●玖珠町との打ち合わせ　　　　　　　   　(学生4名)
●大学文化祭に於ける Gゲージ・HOゲージ・Nゲージ の鉄道模型動展示と特別運転体
験　(学生5名) 　来場者2日間1000人超　特別運転体験190人
　※運転体験試行により滞留時間が0.5分→1時間まで増加を確認
●転車台模型の3Dﾌﾟﾘﾝﾀによる造形試作A開始 　　(学生1名)
●転車台模型の制御ｼｽﾃﾑ設計・開発開始　　　　  (学生1名)

10～
 1月

●転車台模型3D設計ﾃﾞｰﾀ修正　　　　　　　　　　 (学生3名)
●転車台模型の3Dﾌﾟﾘﾝﾀによる試作B、試作Cの造形  (学生1名)
●転車台模型制御ｼｽﾃﾑ 試作機動作実験(位置決め精度(0.3mm/250mm線路長)(学生1名)
●転車台鉄橋部3D模型への制御ｼｽﾃﾑ組み込み　　　 (学生1名)

1～
 3月

●玖珠町ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝへ向けた効果的展示法の考案と転車台模型評価(玖珠町・社
会福祉法人 暁雲福祉会・豊後森機関庫活用推進協議会・建築士会玖珠支部・学生6名)

転車台模型　3Dプリンタ造形：学生①④

測定ﾃﾞｰﾀ3D展開　Cloud Compare：学生①
豊後森機関庫のﾚｰｻﾞｰ計測の様子：学生①

豊後森機関庫転車台視察・測定：学生①～⑤

大学文化祭における鉄道模型展示の様子
：学生①④⑤⑥

　森の米蔵　Gゲージ大型鉄道模型運転会展示協力
：学生①④⑤⑥

豊後森機関庫転車台の寸法測定の様子
：学生①～⑤

大学文化祭における鉄道模型展示ﾚｲｱｳﾄ設計
：学生①④

引用：GoogleMap　玖珠町

豊後森機関庫転車台視察・測定：学生①～⑤

豊後森機関庫転車台の寸法測定の様子
：学生①～⑤

転車台模型　制御システム設計・試作：学生①


